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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　車両のルーフに形成されたサンルーフ開口部を、車幅方向に延びる回転中心軸を中心に
上下方向に回動するチルト式のパネル部材で開閉させるサンルーフ装置において、
　車両のフロントウィンドウ開口の上縁と近接する上記サンルーフ開口部の前縁を、上記
上縁に対応して幅方向中央が前方へ張り出す湾曲状に形成するとともに、
　上記パネル部材の前縁を上記サンルーフ開口部の前縁に対応して幅方向中央が前方へ張
り出す湾曲状となし、かつ上記回転中心軸を上記パネル部材の前縁の幅方向中央位置と幅
方向両端位置との前後方向の中間位置に設定し、
　上記サンルーフ開口部の前縁には幅方向全幅にわたって、モール本体と該モール本体の
後縁から後方斜め上方に張り出して上記モール本体と上記パネル部材の前縁との間の隙間
を覆うとともに、上記パネル部材の前縁を非接触状態で覆う突出部とからなるモール部材
を設け、
　かつ、上記モール部材のうち、上記パネル部材の上記回転中心軸より後方に位置する両
端部の上記突出部を切欠いたことを特徴とするサンルーフ装置。
【請求項２】
　上記サンルーフ開口部の前縁内周には、上記パネル部材の裏面側へ張り出す棚部を設け
る一方、
　上記パネル部材の前端部裏面に、幅方向に延びるシール部材を設け、上記パネル部材の
閉鎖時に、上記シール部材を、上記サンルーフ開口部の前縁内周の上記棚部の上面に圧接
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せしめて、上記棚部と上記パネル部材との隙間を密閉するようになした請求項１に記載の
サンルーフ装置。
【請求項３】
　上記チルト式のパネル部材は、上記サンルーフ開口部がその前端部を残してスライド式
のパネル部材により閉鎖されたときに上記前端部を閉鎖し、上記スライド式のパネル部材
が後退したときにチルトアップしてデフレクタとして作用するデフレクタパネルである請
求項１および２のいずれかに記載のサンルーフ装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は自動車のサンルーフ装置、特にサンルーフ開口部をチルト式のパネル部材で開
閉するサンルーフ装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、自動車のサンルーフ装置は、車体ルーフに形成され、前縁、後縁および左右の側
縁が平面視でほぼ直線状をなす四角形のサンルーフ開口部を、スライド式のパネル部材に
より開閉するスライドルーフや、チルト式のパネル部材により開閉するチルトルーフがあ
る。また、サンルーフ開口部を、その前端部を残してスライド式のパネル部材で開閉する
ようになし、かつ上記前端部を、スライド式のパネル部材の開閉作動に連動するチルト式
のデフレクタパネルにより開閉するようにしたものがある。
【０００３】
　従来のサンルーフ装置では、パネル部材の外周にゴムのシール部材（ウェザストリップ
）が設けられ、パネル閉鎖時、外周のシール部材をサンルーフ開口部の内周に圧接せしめ
て周辺の車体ルーフと面一にサンルーフ開口部を閉鎖し、サンルーフ開口部への雨風の侵
入を防ぐとともに、車両走行時の風切り音を低減するようにしている（下記特許文献１参
照。）。尚、特許文献１ではサンルーフパネルの外周に取付けるシール部材の生産性およ
び取付け性を向上する改善構造が記載されている。
【特許文献１】特開平７－１１７４８６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、車体ルーフの前縁とフロントウィンドウガラス上縁との連接部は、車幅方向
の両端に対して中央が前方へ張り出す湾曲線状をなす。これに対し、サンルーフ開口部の
前縁は直線状であり、サンルーフ開口部の前縁と車体ルーフの前縁とが不揃いで見栄えが
よくない。そこで、サンルーフ開口部の前縁を車体ルーフの前縁に合わせて湾曲線状に形
成することが望ましい。
【０００５】
　しかしながら、チルト式のパネル部材やデフレクタパネルでは、前縁を湾曲形状とする
と、次のような問題点が生じる。湾曲状の前縁に対して、パネル開閉時の回転中心軸は幅
方向に一直線状であり、かつ回転中心軸は、これをパネル部材の前縁の両端部に合わせた
位置では、回転中心軸と前縁の中央部との距離が大きくなり、パネル開閉時の前縁中央部
の移動範囲が大きくなるので実用的でない。そこで、回転中心軸を前方へ移して前縁の中
央部と両端部との前後中間位置に設定すると、パネル開放時に前縁の中央部は下がるが、
回転中心軸を境に両端部は上がる。従って、従来構造のようにパネル部材の前縁に沿って
シール部材を設けると、パネル開閉時に、前縁に沿うシール部材が、移動方向の異なる前
縁の中央部と両端部との間でねじれ変形して破損するといった不具合が生じる。そこで、
シール部材の取付け位置をパネル部材の前縁以外の場所へ移すことが考えられるが、その
ようにすると開口部の前縁とパネル部材の前縁との間に見切り隙ができ、車両走行時に耳
ざわりな風切り音が発生する。
【０００６】
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　そこで本発明は、サンルーフ開口部の前縁とこれを開閉するチルト式のパネル部材の前
縁との見切りを前後方向に湾曲する見切り構造とし、見切り隙があっても、車両走行時の
耳ざわりになるような風切り音の発生を防止することができるサンルーフ装置を提供する
ことを課題としてなされたものである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、車両のルーフに形成されたサンルーフ開口部を、車幅方向に延びる回転中心
軸を中心に上下方向に回動するチルト式のパネル部材で開閉させるサンルーフ装置におい
て、車両のフロントウィンドウ開口の上縁と近接する上記サンルーフ開口部の前縁を、上
記上縁に対応して幅方向中央が前方へ張り出す湾曲状に形成するとともに、上記パネル部
材の前縁を上記サンルーフ開口部の前縁に対応して幅方向中央が前方へ張り出す湾曲状と
なし、かつ上記回転中心軸を上記パネル部材の前縁の幅方向中央位置と幅方向両端位置と
の前後方向の中間位置に設定し、上記サンルーフ開口部の前縁には幅方向全幅にわたって
、モール本体と該モール本体の後縁から後方斜め上方に張り出して上記モール本体と上記
パネル部材の前縁との間の隙間を覆うとともに、上記パネル部材の前縁を非接触状態で覆
う突出部とからなるモール部材を設け、かつ、上記モール部材のうち、上記パネル部材の
上記回転中心軸より後方に位置する両端部の上記突出部を切欠くようになす（請求項１）
。基本的に、サンルーフ開口部の前縁に設けたモール部材の突出部をパネル部材の前縁の
上方にラップさせて開口部の前縁とパネル部材の前縁との見切り隙を覆うようにしたので
、車両走行時の風流は突出部により整流されて後方へ流れ、風切り音の発生が防止される
。尚、モール部材の両端部では、パネル部材のチルトアップ時に突出部がパネル部材の前
縁と干渉するので突出部を切欠いた。これによりパネル部材の両端部では、開口部の前縁
とパネル部材の前縁との見切り隙ができるが、突出部の切欠き範囲をパネル部材の回転中
心軸よりも後方の小範囲であるから、モール部材による風流の整流作用が損なわれず、耳
ざわりとなるような風切り音は発生しない。また、モール部材とパネル部材の前縁とを非
接触構造としたので、走行時のモール部材とパネル部材間のがたつき音の発生が防止され
る。
【０００８】
　上記サンルーフ開口部の前縁内周には、上記パネル部材の裏面側へ張り出す棚部を設け
る一方、上記パネル部材の前端部裏面に、幅方向に延びるシール部材を設け、上記パネル
部材の閉鎖時に、上記シール部材を、上記サンルーフ開口部の前縁内周の上記棚部の上面
に圧接せしめて、上記棚部と上記パネル部材との隙間を密閉するようになす（請求項２）
。棚部を利用して、パネル部材の前端部とサンルーフ開口部の前縁沿いの部分との間をシ
ール部材によりシールシした。このシール構造は、パネル部材の前縁とモール部材間の隙
間より外部と連通するパネル部材下方の共鳴空間を縮小し、風切り音を低減する効果を発
揮する。
【０００９】
　上記チルト式のパネル部材は、上記サンルーフ開口部がその前端部を残してスライド式
のパネル部材により閉鎖されたときに上記前端部を閉鎖し、上記スライド式のパネル部材
が後退したときにチルトアップしてデフレクタとして作用するデフレクタパネルに好適に
適用される（請求項３）。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明のサンルーフ装置によれば、サンルーフ開口部の前縁とこれを開閉するチルト式
のパネル部材の前縁との見切り部をフロントウィンドウ開口の上縁に合わせて湾曲形状と
したのでルーフ前端部の見栄えが良くなる。また、サンルーフ開口部前縁のモール部材に
、車両走行時の風流を整流する突出部を設けたので風切り音の発生が防止される。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　図に基づいて本発明の実施形態を説明する。本実施形態は、図３、図４に示すように、
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車体ルーフに形成したサンルーフ開口部（以下、開口部という）１を、ガラスパネルから
なるチルト式のデフレクタパネル２とガラスパネルからなるスライド式のスライドパネル
３とで開閉するサンルーフ装置、特に開口部１の前縁とデフレクタパネル２の前縁との見
切り部に本発明を適用したものである。
【００１２】
　車体ルーフは、左右のルーフサイドレール５０間に、これらの表面よりも一段低い位置
に金属板からなるルーフパネルを設け、ルーフパネルに、上記デフレクタパネル２、スラ
イドパネル３、およびスライドパネル３の後方に固定ガラスパネル６１を設けたガラス張
りのルーフ構造としてある。
【００１３】
　車体ルーフの前半部には、フロントウィンドウガラス６０を設けたフロントウィンドウ
開口の上縁、左右のルーフサイドレール５０およびルーフパネルの中間レール部５２に固
着された固定ガラスパネル６１の前縁とで囲まれた上記開口部１が形成してある。開口部
１の周縁部は上記ルーフパネルで構成してあり、開口部１の中央やや後端寄りの位置には
車室内へ連通する実質的な開口１０が設けてある。そして、開口１０より前側の開口部１
の前端部にルーフパネルを覆うようにデフレクタパネル２を配し、その後方にスライドパ
ネル３を設けて、スライドパネル３により上記開口１０を開閉するようにしてある。
【００１４】
　以下、図１、図２に基づいて、開口部１の前縁とデフレクタパネル２の前縁との見切り
部の詳細を説明する。開口部１の前縁は、車体骨格部材たるフロントルーフレール５１に
結合されたルーフパネルの前縁からなり、該前縁から上方へ屈曲し、フロントウィンドウ
側とルーフ側とを仕切る縦壁状の前縁フランジ１１で構成してある。前縁フランジ１１は
、フロントルーフレール５１の前縁に接着されたフロントウィンドウガラス６０の上縁に
沿うように幅方向中央部が幅方向両端部よりも前方へ張り出す湾曲状に形成してあり、フ
ロントウィンドウガラス６０の上縁と若干の間隔をおいて近接対向している。
【００１５】
　開口部１の前端部はルーフパネルの前端部により、開口部１の前縁の前縁フランジ１１
から後方へ延びる棚部１２を形成してあり、これにデフレクタパネル２が設置してある。
棚部１２の後縁は開口１０の前縁をなす。
【００１６】
　デフレクタパネル２は開口部１の前端部の幅方向ほぼ全幅にわたって設けてあり、裏面
に金属板からなる枠状の補強フレーム２０が固着してある。デフレクタパネル２の前後長
は、棚部１２の前後長よりも若干短くしてある。デフレクタパネル２の前縁２１は、開口
部１の前縁に対応して、幅方向中央部２１ａが両端部２１ｂよりも前方へ張り出した湾曲
状をなす。デフレクタパネル２の後縁は幅方向に一直線状としてある。
【００１７】
　デフレクタパネル２は、前縁２１を開口部１の前縁フランジ１１と若干の間隔をおいて
対向せしめ、チルト開閉時の回転中心軸ＣＴが前縁２１の幅方向中央部２１ａと両端部２
１ｂとの前後中間位置の前方より３分の２程度の位置となるように、パネル前端部の裏面
の左右両側位置をそれぞれ棚部１２の前端にヒンジ部材１３によりヒンジ結合してある。
尚、開口部１の前縁およびデフレクタパネル２の前縁２１は、前後方向湾曲状をなすとと
もに、幅方向の中央部２１ａが両端部２１ｂよりも若干上方に膨出する上下方向の湾曲状
をなし、両端部２１ｂにおいては回転中心軸ＣＴは開口部１の前縁フランジ１１の上方に
位置する（図１（Ｂ））。そしてデフレクタパネル２は、図略のチルト機構によりスライ
ドパネル３の開閉作動に連動してチルト開閉するようにしてある。デフレクタパネル２の
前縁２１は、チルト開放時、中央部２１ａが下方へ移動し、回転中心軸ＣＴを境に両端部
２１ｂが上方へ移動する。
【００１８】
　デフレクタパネル２には裏面の前端部に、幅方向全幅にわたって、チルト閉鎖時に棚部
１２に圧接して、デフレクタパネル２と棚部１２との空間を前後に仕切り、上記空間の後
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方側を密閉するゴム製のシール部材２３が固着してある。またデフレクタパネル２は、チ
ルト閉鎖時に、パネル後縁を閉鎖状態のスライドパネル３の前縁と近接対向せしめ、両パ
ネル縁を棚部１２の後端に付設されたシール部材５３に圧接せしめて、開口１０を密閉す
る。
【００１９】
　図１（Ａ）および図２に示すように、開口部１の前縁には前縁フランジ１１の全幅にわ
たってモール部材４が取付けてある。モール部材４は硬質合成樹脂からなる長尺体で、下
方へ向けて開口する嵌合溝４１を有する断面ほぼ逆Ｕ字形のモール本体４０を、前縁フラ
ンジ１１にその上方より嵌合係止してある。モール部材４は、嵌合溝４１に前縁フランジ
１１を挿入して、前縁フランジ１１上端の前方へ折り曲げた屈曲部上面を嵌合溝４１の天
井面に衝合し、上記屈曲部の前端を、上記天井面の前縁と嵌合溝４１の前側面上端との隅
角に当接せしめるとともに、前縁フランジ１１の上下中間部に切り起こした係止爪１１１
と嵌合溝４１の後側面下端に突設した係止爪とを係合することで嵌合固定してある。前縁
フランジ１１の係止爪１１１は幅方向に所定の間隔をおいて複数設けてあり、これらによ
り幅方向の複数カ所でモール部材４が係合してある。
【００２０】
　モール部材４の後縁には、モール本体４０の上面後縁から後方かつデフレクタパネル２
の前縁２１上方位置へ向かって斜め上方へ張り出す板状の突出部４２が一体に成形してあ
る。突出部４２は、閉鎖状態のデフレクタパネル２の前縁２１と非接触状態で、デフレク
タパネル２の前縁２１上方にラップして、開口部１の前縁とデフレクタパネル２の前縁２
１との見切り隙の上方を覆うようにしてある。
【００２１】
　また、モール部材４の前端には、モール本体４０の上面前端から前方のフロントウィン
ドウガラス６０上縁の上面側へ突出してこれに当接せしめたリップ４４が一体成形してあ
り、モール部材４によりフロントウィンドウガラス６０の上縁と車体ルーフの前縁との見
切り部を構成するようにしてある。尚、モール部材４はその上面がリップ４４前端から突
出部４２の後端にかけて緩やかな湾曲状の連続面をなす。
【００２２】
　図１（Ｂ）および図２に示すように、モール部材４の左右両端部には、デフレクタパネ
ル２の回転中心軸ＣＴよりも後方に位置する突出部４１の両端を切欠いた切欠き４３が設
けてあり、モール本体４０の上部後端がデフレクタパネル２の前縁２１ｂと若干の間隔を
おいて近接対向せしめてある。
【００２３】
　本実施形態によれば、開口部１の前縁とデフレクタパネル２の前縁２１との見切り隙の
大部分をモール部材４の突出部４２で覆うようにしたので、車両走行時の風流がモール部
材４で整流され、フロントウィンドウガラス６０側からデフレクタパネル２に沿い、そし
て更に後方へとスムーズに流れ、風切り音を低減することができる。モール部材４の左右
両端部では突出部４２を切欠いたので、開口部１の前縁とデフレクタパネル２の前縁との
見切り隙ができるが、ルーフ前縁の左右の最端部かつ小範囲であり、またすぐ後方位置が
シール部材２３シールされているので、乗員の耳ざわりになるような風切り音は発生しな
い。
【００２４】
　デフレクタパネル２のチルト開閉時、モール部材４の突出部４２とデフレクタパネル２
の前縁２１とは幅方向の全幅にわたって干渉することがなく、モール部材４とデフレクタ
パネル２の前縁２１とを非接触構造としたので、走行時の振動に伴うモール部材４とデフ
レクタパネル２間のがたつき音の発生も防止することができる。
【００２５】
　デフレクタパネル２の前端の裏面に幅方向全幅にわたってシール部材２３を設け、デフ
レクタパネル２の閉鎖時にシール部材２３を棚部１２に圧接するようにしたので、左右両
端の見切り隙から侵入する雨風を遮断できる。また見切り隙と連通するデフレクタパネル
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２と棚部１２との間の空間は風切り音の共鳴空間となるが、シール部材２３よりデフレク
タパネル２と棚部１２との空間を前後に仕切り、実質的に共鳴空間となりうる前側の空間
を極力小さくしたので、モール部材４の風切り音の低減効果と合わせてより効果的な風切
り音低減作用をなす。特にモール部材４の突出部４２を切欠いた両端部において効果を発
揮する。本実施形態のサンルーフ装置の車両走行時の風切り音の音レベルを測定した結果
、風切り音レベルは、見切り隙をシール部材で密閉した従来のサンルーフ装置の風切り音
レベルとほぼ同じで、従来構造とほぼ同等の風切り音の低減効果が得られる。
【００２６】
　上述の実施形態は本発明をデフレクタパネルに適用したものであるが、デフレクタパネ
ルを設置せず、ルーフのサンルーフ開口部全体をチルト式パネル部材で開閉するようにな
し、上記チルト式パネル部材の前縁をサンルーフ開口部の前縁に対向して設置したサンル
ーフ装置にも適用され得る。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】本発明を適用したサンルーフ装置のサンルーフ開口部の前縁とデフレクタパネル
の前縁との見切り部を示すもので、図１（Ａ）は図２のＩＡ－ＩＡ線に沿う上記見切り部
の幅方向中央部の縦断面図、図１（Ｂ）は図２のＩＢ－ＩＢ線に沿う上記見切り部の幅方
向両端部の縦断面図である。
【図２】上記サンルーフ装置のサンルーフ開口部の前縁とデフレクタパネルの前縁との見
切り部を示す平面図である。
【図３】上記サンルーフ装置の全体を示す開放状態の斜視図である。
【図４】上記サンルーフ装置の全体の縦断面図である。
【符号の説明】
【００２８】
　１　サンルーフ開口部
　１１　前縁フランジ（前縁）
　１２　棚部
　２　デフレクタパネル（パネル部材）
　２１　前縁
　２１ａ　幅方向中央部
　２１ｂ　幅方向両端部
　２３　シール部材
　３　スライドパネル（スライド式のパネル部材）
　４　モール部材
　４０　モール本体
　４２　突出部
　４３　突出部の切欠き
　ＣＴ　回転中心軸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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